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企画セッション 

 

【概 要】 

登壇者 

＜パネリスト＞ 

• 山本 也寸子（CureApp法務部知財プロジェクト） 

• 澤井周（株式会社エアロネクスト知財技術部部長/TopoLogic株式会社取締役 COO） 

• 玉腰紀子（横浜市立大学共創イノベーションセンター・附属病院次世代臨床研究 

     センター 特任講師/バード国際特許事務所 パートナー弁理士） 

• 三井耕太郎（カバー株式会社 法務知財部 部長）  

＜モデレータ＞ 

• 廣田翔平（グローバル・ブレイン株式会社 Investment Group Partner/弁理士） 

 

企画概要 

日本政府がスタートアップ育成 5 カ年計画を策定し様々なスタートアップ支援施策を推進する

などスタートアップへの注目される中、本企画セッションでは、スタートアップや大学発ベン

チャーが新たな技術やサービスを生み出す際に直面する知財活動の課題にフォーカスして議論

いたします。 

スタートアップは、テクノロジーの急速な進化に伴い、新産業の創出を狙った企業も多く、そ

のようなスタートアップではこれまでの知財実務が必ずしもベストではないことがあります。

また、新産業がどのような形でビジネスとして成立するのか試行錯誤している中で、先願主義

や新規性の制約下で、一定の知財活動を進めていかなければならないという点で難しさが存在

します。 

今回のパネルディスカッションでは、新産業を創ろうとしているスタートアップの内部からの

視点やそのようなスタートアップの創出を大学内からの視点で、AI、ヘルスケア・ライフサイ

エンス、新材料、ドローンなどの幅広い領域でチャレンジする知財専門家をお招きして、どの

ような難しさが存在し、どのような試みがあるのか議論していきます。 

本ディスカッションを通じて、知財の最前線で活躍する専門家たちの具体的な経験や戦略を共

有し、スタートアップや新産業を支える皆様にとって、知財の視点から新たな一歩を踏み出す

ための貴重な場となることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

◆ 新産業を創るスタートアップにおける知財活動でのチャレンジ ◆ 
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企画セッション 

【登壇者詳細】 

• 山本 也寸子（CureApp法務部知財プロジェクト）  

新卒で富士ゼロックス株式会社に入社し、システム営業を 4 年間経験後、知的財産部に異

動。商標、ライセンス営業、知財分析を主に担当した。アジア統括マーケティング部での

海外勤務も経験。その後、株式会社資生堂に転職し、技術知財部で知財分析と特許開放

（WIPO GREEN等）を担当。2023年3月から株式会社 CureAppに入社し、初の知財専任として

知財関連業務全般を担当している。 

• 澤井周（株式会社エアロネクスト知財技術部部長/TopoLogic株式会社取締役 COO）  

2017 年弁理士登録，都内特許事務所，企業知財部出向を経て，2019 年特許業務法人 iPLAB 

Startups（現 Oneip弁理士法人）入所，2021年 4月よりエアロネクスト現職，2021年 7月に

TopoLogic設立に関わり，11月より現職。日本弁理士会関東会中小企業・スタートアップ支

援委員会所属。2023 年度経済産業省産業構造審議会知的財産分科会審査品質管理小委員会

委員。現職の他にスタートアップ・VC・大学の知財支援にも従事。 

• 玉腰紀子（横浜市立大学附属病院次世代臨床研究センター 特任講師/バード国際特許事

務所 パートナー弁理士）  

2011年 弁理士登録（登録番号 17777)、2015年 侵害訴訟代理付記登録、2021年 一級知

的財産管理技能士（特許専門）登録 弁理士登録後、都内特許事務所で出願・係争業務に従

事した後、2018年より都内私立大の知的財産部門にて産学官連携に携わる。 2022年より、

横浜市立大学 ARO にて産学官連携に従事し、現在は、大学のオープンイノベーション機構

（YCU共創イノベーションセンター）に参画している。大学にて知的財産権を扱う過程でス

タートアップの知財戦略等に触れ、その経験をスタートアップの支援に繋げてきた経緯が

ある。 

• 三井耕太郎（カバー株式会社 法務知財部 部長）  

セガサミーホールディングス株式会社、サミー株式会社で、遊技機・ゲーム・アプリなど

のエンタメ分野における法務・知財業務を経験後、カバー株式会社に入社。現職では、

VTuber 事業及びメタバース事業に関する法務及び知財業務全般を実施。模倣品対策を含む

知財活用に積極的に取り組んでおり、第 4回「IP BASE AWARD」スタートアップ部門 奨励賞

を受賞。 

＜モデレータ＞ 

• 廣田翔平（グローバル・ブレイン株式会社 Investment Group Partner/弁理士）  

2011 年に三菱電機に入社、2013 年弁理士登録。半導体、AI・機械学習、衛星測位等の分野

において、知財戦略の構築から国内・海外を含む特許出願から権利化までの特許業務全般

に従事。米国での特許侵害係争対応なども担当。2020年に GBに参画。知財チームを立ち上

げ、投資時の知財 DD業務と投資先に対する知財支援業務に従事。SaaS、Fintech、AI、XR・

メタバース、ロボティクスなどのスタートアップを担当。 

◆ 新産業を創るスタートアップにおける知財活動でのチャレンジ ◆ 


